
美味しいホタテガイ生産手法開発試験

吉田 達・工藤敏博・山内 弘子*・川村 要

回一 的
北海道産や宮城産ホタテガイとの競争で優位に立ち、陸奥湾で持続的にホタテガイの生産を行うには、

質の面での差別化を図ることが重要であるため、消費者が美味しいと感じるホタテガイを作る養殖方法を

開発し、青森県のホタテガイのブランド化を図ることを目的とする。

なお、旨味成分の分析に御協力いただいたふるさと食品研究センターの方々に感謝申し上げる。

材料と方法

l 産地別調査

平成 20年 6月、4日に青森市中央卸売市場から北海道オホーツク(地まき)、北海道津軽海峡(篭養殖)、

陸奥海西湾(篭養殖)、陸奥湾東湾(篭養殖)、宮城(耳吊り養殖)の 5産地のホタテガイ活貝を同時に入

手して、相包方法等を調べた後、それぞれについて 50個体の活力、異常貝数、殻長、全重量、軟体部重量、

貝柱重量と、 10個体の生殖腺重量、中腸腺重量を測定した。活力は、外套膜と貝柱に対する刺激で閉殻行

動を行うかどうかにより確認した。

また、員柱の有紋筋の一部を、当研究所職員 26名が試食し、旨味と歯ごたえの 2項目を 3段階(良い 2

点、普通 1点、悪い 0点)で評価した。

さらに、 15個体の貝柱は重量を測定後、ただちに一80"Cで凍結保存し、 5個体を 1検体として以下の方法

により水分、グリコーゲン、遊離アミノ酸、 ATP関連物質をふるさと食品研究センターで分析した。各項

目の分析方法は以下のとおりである。

(1)水 分:105"C常圧加熱乾燥法により測定した。

(2) グリコーゲン:水酸化カリウム溶液で組織を溶解後、得られたグリコーゲンを硫酸で加水分解し、

グルコース定量用キット(].K.インターナショナル社)を用いてグルコース換算で

定量した。

(3)遊離アミノ酸:80%エタノールで抽出後、減圧乾固して 0.02N塩酸で溶解した液を高速アミノ酸分

析計(日立 L-8500A) にて定量した。

(4) ATP関連物質:10%及び 5%過塩素酸で抽出後、水酸化カリウムで中和して HPLCにて定量した。

2 実証試験

目合 7分の丸篭に木炭、サンゴ砂、殻長 7c血前後のホタテ貝殻を l段当りそれぞれ 2同入れた試験区と、

何も入れない対照区を作成した。木炭、サンゴ砂、貝殻は、採苗器用の種籾袋に入れて丸篭の底面にでき

るだけ平らになるように結束バンドで固定した。それぞれの丸篭には、平成 19年産半成員を 1段当り 10

個体ずつ収容して、平成 20年 6月 6日に久栗坂実験漁場へ垂下した。

試験開始時は高水温による影響とムラサキイガイの付着を回避するため幹綱を水深 25mに沈め、水温が

低下した 10月 10日に目合 l寸の篭に交換し、水深 15mに垂下するとともに、 1連の生員数と死員数、 30

個体の殻長、全重量、軟体部重量、異常員数を測定した。

平成 21年 3月 5日の試験終了時に同様の測定を行うとともに、 15個体の員柱は重量を測定後ただちに

-80"Cで凍結保存し、前述と同様の方法により成分を分析した。また、貝柱の有紋筋の一部を、当研究所職
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員 28名が試食し、 3段階(美味しい‘普通、美味しくない)で評価した。

結果と考察

1 産地別調査

青森市中央卸売市場から入手した北海道オホーツク産、北海道津軽海峡産、陸奥湾西湾産、陸奥湾東湾

産、宮城産のホタテガイの活力を表 1、図 1に示した。

北海道オホーツク産と宮城産のホタテガイは発抱スチロール箱(穴なし)内のピニール袋に入っていた。

氷は北海道オホーツク産だけに入っていた。北海道オホーツク産のビニール袋内に，はホタテガイから出た

と思われる海水が、宮城産のピニール袋内には相包時に封入したと思われる海水が大量に入っていた。北

海道津軽海峡産、陸奥湾西湾産、陸奥湾東湾産のホタテガイは木箱に入っており、ホタテには緑色のシー

トが掛けられていた。氷も載せられていたと思われるが全て溶けて見当たらなかった。全ての産地のホタ

テガイは 6月 3日に出荷され、翌日には入荷されたものであった。

活力を測定した結果、貝柱と外套膜への刺激に対する無反応員の割合は、陸奥湾東湾産が 21.8%と高く、

次いで北海道オホーツク産の 11.1%、陸奥湾西湾産の 3.4%で、北海道津軽海峡産と宮城産は 0%であっ

。
た

なお、北海道オホーツク産は、桁網操業時の壊れた員と考えられる 7個体が混入していた。

表1青森市内の市場から入手した活ホタテガイの活力 25 

産地、種類 活力測定貝 無反応員
'" 20 

(個体) (個体) (CJ6) #. 
、・'

北海道オホーツク 45 5 11.1 S15 
{地まき)

眠e10 
北海道津軽海峡 47 。0.0 
(篭養殖) 健a凶~ 5 
陸奥湾西湾 59 2 3.4 

(篭養殖) 。
陸奥湾束湾 55 12 21.8 北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾 宮城

{篭養殖) オホーツク津軽海峡 西湾 東湾

宮城 、50 。0.0 
図1青森市内の市場から入手した活ホタテガイの活力

(耳吊り養殖)

殻長等の測定結果を表 2、図 2に、平均値の差の検定結果を付表 1に示した。

異常貝率は北海道津軽海峡産が 8.5%とやや高かった。平均殻長は北海道津軽海峡産、陸奥湾東湾産、

宮城産が 121~122mm と大きく、次いで北海道オホーツク産が 119mm、陸奥湾西湾産が 117mm であlったが、

最高と最低の差は僅か 5mmであり、見た目において明瞭な差があるとは感じなかった。しかし、可食部と

して重要な貝柱の平均重量は、宮城産が 41.6gと最も大きく、次いで北海道オホーツク産 34.2g、北海道

津軽海峡産 31.2g、陸奥湾東湾産 29.旬、陸奥湾西湾産 26.3gと産地問で有意な差が見られた。また、北海

道オホーツク産と宮城産の生殖巣指数はそれぞれ 10.9、8.8であり、それ以外の産地の 5.0~5. 5と比べる

とやや高かった。
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褒2青梅市内の市場から入手した活ホ害予ガイの測定結果
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図2青森市内の市場から入手した活ホタテガイの測定結果(パーは標継偏差)
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表3青森市内の市場から入手した活ホタテガイの食味試験結果

皐隼逼
北海道 北海道 陸奥湾陸奥湾

宮城
オホーツク 津軽海峡 西湾 東湾

旨昧 37 29 22 26 32 

歯ごたえ 32 31 33 25 34 

表4青森市肉の市場から入手した活ホタテガイの貝柱の水分、グリコーゲンの

分析結果

北海道 北海道 陸奥湾陸奥湾 宮城
オホーツク津軽海峡 西湾 東湾

水分何色) 73.6 76.4 76.7 75.9 74.0 

グリコーゲン (g/100g) 8.32 3.74 4.98 4.40 7.04 

表5青森市内の市場から入手した活ホタテガイの貝柱の遊離アミノ酸の分析結果

単位:mg/100g 

成分名
北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾

宮械
オホーツク 津軽海峡 西湾 東湾

P-Ser 66.03 65.03 66.06 71.68 

Tau 641.88 836.52 801.50 789.03 
Asp 0.97 0.71 0.79 1.67 

Thr 39.91 50.32 36.62 38.10 

8.36 6.81 7.50 

J16.17 ~ H~~:里
GluNH2 31.06 29.44 34.88 30.82 19.52 

2.77 10.19 7.95 4.94 

1.71 1.81 2.02 1.60 

1，309.79 1，318.98 1，303.92 1，341.20 
28.63 lßS，~Q 1(¥6，1叩 l~色里2
2.53 2.32 2.39 2.53 

Val 14.08 27.73 27.72 26.94 30.57 

Cys 3.01 3.51 12.55 11.60 22.92 

Met 8.67 35.52 30.97 35.19 33.69 

Cysthi 1.03 3.10 1.18 1.32 2.06 

lIe 4.85 9.74 11.01 9.62 10.60 

Leu 6.15 10.00 14.48 12.22 10.08 

Tyr 2.63 3.12 3.83 3.23 4.08 

Phe 3.82 7.23 7.21 9.17 6.34 

b-Ala 3.12 2.90 3.59 3.30 3.54 

b-AiBA 0.00 0.21 0.68 0.75 0.00 

g-ABA 0.00 0.27 0.00 0.41 0.14 

Lys 3.67 6.01 5.99 5.70 6.87 

16.98 15.39 15.17 12.95 

159.36 179.56 U4.1_.1 __」側負
116.81 83.17 83.84 116.00 

~田4.45 2，985.92 2，970.15 3.備2.11
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北海道 北海道 陸奥湾 撞奥湾 宮城
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掴3青森市内の市場から入手した活ホタテガイの貝柱の遊離アミノ酸の分析結果(パーは標準偏差)

ATP及び ATP関連化合物の分析結果を表 6、図 表6青森市内の市場から入手した活ホタテガイの貝柱のATP及びATP関連
化合物の分析結果

4に、平均値の差の検定結果を付表 3に示した。 単位:μmol/量

一般的な鮮度指標である ATPは宮城産が 4.71 北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾
宮城

オホーツク 津軽海峡 酉湾 東湾

μmol/gと他産地の 5.42""6. 11μmol/gよりも ATP 5.42 6.∞ 6.11 5.68 4.71 

低い値を示した。また、ホタテガイの旨味成分 ADP 2.37 2.43 2.12 2.07 2.63 

でーある AMPは宮城産が1.56μmol/gと他産地の
AMP 1.08 0.97 0.75 0.75 1.56 

HxR 0.13 0.10 0.10 0.06 0.21 
O. 75"" 1. 08μmol/gよりも高い値を示した。 Hx 0.10 0.11 0.11 0.12 0.14 

7.0 ATP 3.0 ， ADP 

¥ E 国6.0 325 
=主 =ぇ

14D Z15 

3.0 1.0 
北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾 宮城 北海道 北海道 撞奥湾 陸奥湾 宮嫌
オホーツヲ 津軽海峡 西湾 東湾 オ車ーツウ 津軽海峡 西湾 東湾

2.0， AMP 

主国 1.5 

-31.0 

;0.5 

0.0 
北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾 宮城

オホーツヲ 海軽海峡 西湾 東湾

図4青森市肉の市場から入手した活ホ骨子ガイの員柱のATP及びATP関連化合物の分析結果(パーは標準偏差)
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レーダーチャ ー卜 を作成して旨味成分 (グリコーゲン、4種の遊離アミノ酸、 AMP)を総合的に比較した

ところ、各項目の値が高く、バランスが良いのは北海道オホーツ ク産と 宮城産であった(図 5)。前述の食

味試験では旨味の評価が、北海道オホーツク産と宮城産で高かった ことと 関係があるものと考えられた。

北海道オホーツク 北海道津軽海峡 陸奥湾西湾 陸奥湾東湾 宮城

~ ~ ~ ~ ~ 
~ 5/寸'- 5/G_  5/G_  5/1'-.. 

ゲリコ/今士ミ~ . ゲリコ ~介，~ . グリコ /]汁え¥ グリコ /ヲグトや込 グリコ /全会ご¥
ーゲン雨後ネ訪れArgーゲン行後年会計rgーゲンra余念行rgーゲン阪 幻ミ効Argーゲン市芝公いArg
AMP "'-"ぐ+合会;?Ala AMP "ご、む+う~Ala AMPにごベおに/フ Ala AMP '(__ "おりグア Ala AMPに〉く¥ドシペ/'Ala

Glu Glu Glu Glu Glu 

図5 青森市内の市場から入手した活ホタテガイの員柱の旨味成分(グリコーゲン、遊離アミノ酸、AMP)の比較

ホタテガイの購入枚数と販売価格から単価を求めたところ、宮城産が 629円/kgで、他産地の 441~ 456 

円/kgと比べるとかなり高い価格で販売されていることが分かった(表 7)。

表7青森市内の市場から入手した活ホタテガイの単価

購入枚数 1箱の重量 1箱の価格 単価

(個体) (g/箱) (円/箱) (円/kg)

北海道オホーツク 45 8，068 3，675 456 

(地まき)

北海道津軽海峡 47 8，168 3，675 450 

(篭養殖)

陸奥湾西湾 59 8，573 3，780 441 

(篭養殖)

陸奥j省東湾 55 8.402 3.780 450 

(篭養殖)

宮減 50 10，017 6，300 629 

(耳吊り養殖)

※価格、単価は税込

2 実証試験

平成 20年 6月 6日の試験開始時におけ るホタテガイの測定結果を表 8に示した。

試験に用いたホタテガイは、平均殻長 76.0mm、平均全重量 42.6g、生残率 99.4潟、異常貝率 0%で、良好

な貝であった。

表8実証試験に用いたホタテガイの測定結果 (平成20年6月6日)

生貝 死貝 異常員 生存率 異常貝率 殻長 全重量 軟体部重量
(個体) (個体) (個体) (首) (%) (mm) (g) (g) 

155 。 99.4 。 Ave 76.0 42.6 16.5 

Max 85.0 66.0 28.0 

Min 68.2 27.2 8.6 

SD 4.2 7.0 3.1 

平成 20年 10月 10日の篭換え時におけるホタテガイの測定結果を表 9に示した。

対照区の生残率、 異常員率はそれぞれ 95.1% 、3.3%に対し、員殻区は 90.1%、26.7% と最も悪かった。

殻長は 90.7~93. Orrimで対照区と試験区の間に有意差は見られなかったが、全重量は貝殻区が 64.2g、軟体

部重量はサンゴ砂区が 24.6g、貝殻区が 24.7gと、対照区(全重量 72.旬、軟体部重量 29.1g) に比べて有

意に小 さい値 となっていた。

176 



表9実医院験における篭交換時のホタテガイの測定結果(平成20年101110日)

生員 死貝 生残率異常員数異常貝率 費量長 金重量 軟体部重量軟体部歩留り
(個体) (信体) (%) (個体} (%) (mm) (g) (g) (%) 

対照区 97 5 95.1 3.3 Ave 93.0 72.8 29.1 40.0 
Max 1倒.8 102.0 46.6 
Min 82.4 55.4 19.8 
so 5.0 10.5 5A 

木炭区 91 3 97.0 2 6.7 Ave 91.2 69.8 26.6 38.1 
Max 104.0 1∞y 36.5 
Min 82.5 52.5 17.9 
so 5.3 11.5 4.6 

サンゴ砂区 93 2 97.9 。 0.0 Ave、 91.2 67.0 24.6※i* 36.7 
M畠X 105.9 99.8 36.6 
Min 78.7 41.1 14.4 
so 亀.7 13.6 5.5 

員般区 91 10 90.1 8 26.7 Ave 90.7 64.2※※ 24.7※i* 38.4 
Max 101.8 81.2 31.8 
Min 80.1 43.6 15.6 
so 5.3 8.5 4.1 

※※は対照区と比較してP<O訓で有意釜あり

平成 21年 3月 5日の試験終了時におけるホタテガイの測定結果を表 10に示じた。

生残率は対照区が 94.8%、試験区が 95.0~98. 3%といずれも高かった他、異常員率は対照区が 3.3%、

試験区が O.0.~3. 3%といずれも低かった。殻長は対照区 117.8mm、試験区 114.O~ 118. 0皿、全重量は対照

区 163.5g、試験区 154.9.....:，162.旬、軟体部重量は対照区 78.3g、試験区 74.0~76. 旬、貝柱重量は対照区

18.旬、試験区 17.9~ 18.. 5gで、対照区と試験区では明瞭な差は見られなかった。なお、試験開始時から終

了時までの篭の増重量(付着物含む)を調べたところ‘対照区が 670gであったのに対して、木炭区が 7，97旬、

サンゴ砂区が 3，71旬、員殻区が 3，590gと試験区が大きい値を示した。しかし、いずれの篭にも付着物が

ほとんど見られなかったことから、木炭等の基質が海水を吸収したことにより、重量が増加したものと考

えられた。

表10実艦猷験における竃交換時のホタテガイの濁定結果(平成21年3115日)

生貝 死畏 生残率異常艮数異常貝率 般畏 金重量軟体部貝柱重軟体郁歩篭増量量
(個体) (個体} (%) (個体) (96) (mm) (8) 重量(g) 量(g) 留り(96) (8) 

対照区 55 3 94.8 3.3 Ave 117.8 163.5 ヲ8.3 18.4 47.9 670' 
MaI< 127.2 213.2 108:0 23.2 
Min 110.7 126.9 59.0 14.1 
so 3.8 18.1 10.5 2.5 

木炭区 59 98.3 3.3 Ave 114.0※※ 154.9 74.0 17.9 47.8 7，970 
Max 123.1 189.9 91.3 22.9 
Min 101.1 120.1 59.7 12.0 
so 6.2 18.7 8.2 2.5 

ザンゴ砂区 57 3 95.0 。 0.0 Ave 118D 155.2 75.8 18.5 48.8 3，710 
Max 130.3 187.6 93.2 23.8 
Min 107.1 115.2 53.9 12.5 
so 6.6 20.7 10.0 2.9 

員般区 58 98.3 。 0.0 Ave 116.9 162.6 76.6 18.3 47.1 3，5ω 
Max 130.4 203.9 1∞.6 25.5 
Min 101.9 121.1 54.3 12.1 
SO， 6.5 21.8 12.1 3.3 

※※は対照区と比較してP<0.01で有意差あり

食味試験の結果を表 11に示した。 t 対照区よりも試験区を美味しいと感じる傾向は見られなかった。

表11実匝獄験におけるホタテガイ貝柱の食味鼠験結果

(平成21年3月5目) 単位:人

対照区 木炭区 サンゴ砂区 貝殻区

美味しい 13 6 4 13 

普通 11 17 19 13 

美味しくない 4 5 5 2 

合計 28 28 28 28 
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貝柱の水分、グリ コーゲンの分析結果を

表 12に示した。

表12実証試験におけるホタテガイ貝柱の水分、グリコーゲンの分析結果

(平成21年3月5日)

対照区 木炭区 サンゴ砂区貝殻区水分は対照区が 78.0% 、試験区が 78.1 

~78. 2%と有意差がなかった。 これに対し

て、グリコーゲンは貝殻区が 2.24g/100g

と、対照区の 1.85%/100gより有意に高い

水分(%) 78.0 78.2 78.1 78，1 

グリコーゲン (g/100g) 1.85 2，11 2.07 2.24※ 

値を示した。

ホタテガイ貝柱の遊離アミノ酸の分析結果を表

13に示した。旨味成分に関係する 4種類の遊離ア

ミノ酸 (G1u、G1y、A1a、Arg) と遊離アミ ノ酸の

総量について図 6に示した。

グダルタミン酸 (G1u)は対照区 99.8mg/100gに対

して、試験区が 101.3~ 109. 9mg/100gで員殻区が

やや多かった 。 グリシン(G 1 y) は対照区が

1，275mg/100g、試験区が 1，271 ~ 1， 289mg/100gで

差は見られなかった。アラニン (A1a)は対照区が

134mg/100g、試験区が 141~ 147mg/100gで試験区

が全体的に多かった。アルギニン (Arg)は対照区

が 294mg/ 10旬、試験区が 225~265mg/100gで対照

区の方が多かった。遊離アミノ酸総量は対照区が

2， 960mg/10旬、試験区が 2，936~2 ， 995mg/ 100g で

差は見られなかった。

120 グルヲミン酸

霊" 8110 1E 面1，300
¥宮、100 

‘ 型車余 1，2 ∞ 坦
事 90
ミH
80 1.100 
対照区 木俊区 サンゴ砂区 貝殻区 対照区

350 アルギニン 3.200、

( C2切3 300 
8ba 3，1∞ 

5、悩、0 250 
J15-39000 

埋ま2 ∞ 軍事 2.900 
~ 

150 2，800 
対照区 木炭区 サンゴ砂区 員殻区 対照区

※は対照区と比較してPく0.05で有意差あり

表13実証試験におけるホタテガイ員柱の遊離アミノ酸の分析結果

(平成21年3月5目) 単位 ml(/100耳

対照区 木炭区 サンゴ砂区 員殻区

P-Ser 26.28 25.79 

Tau 935，86 905.22 
Asp 1.95 0.97 

Thr 25.49 30.99 

12.69 

m2J!2. 
GluNH2 19.39 24.25 
a-AAA 3.01 4.60 一一町一一『明

l，刻Gly私 1.274.93 1.285.26 
一品晶ー一一回1342.Q四回目白ぷ品費.62.

a-ABA 1.58 1.92 
Val 16.87 20.06 
Cys 10.89 10.04 

Met 16.21 19.31 

Cysthi 2.22 2.80 

lIe 9.27 11.58 
Leu 11.54 13.32 
Tyr 2.05 2.16 

Phe 4.73 6.03 

b-Ala 2.61 2，66 
b-AiBA 0.34 0.27 
g-ABA 0.00 0.00 

Om 0.00 0.00 

Lys 3.80 

His 11.17 

3Mehis 0.00 

霊長与 293.97. 
Pro 39.29 

~T伽l ~ω.23 

グリシン 160 
g ha 

、bE、e 

通140

事吋:):;

120 
木俊区 サンゴ砂区 貝磁区 対照区

遊離アミノ酸総量

木炭区 サンゴ砂区 貝殻区

26.95 

931.68 
1.95 
30.95 

11.18 

，1.Qt33 
22.64 
3.21 

1.289.42 
JAOJ!s… 
1.92 

19.78 
9.26 

18.55 

2.22 

アラニン

19.30 

919.24 

3.01 

32.75 
11.93 

l.Q:明記
26.60 

4.28 

1.271.401 
J.461.4J 
2.12 

20.07 

9.89 

20.41 

2.51 

木炭区 サンゴ砂区 貝殻区

図6実証誌験におけるホ骨子ガイ貝柱の遊厳アミノ厳の分析結果
(平成21年3月5目、※は対照区と比較してPく0.05で有意差あり、パーは標準偏差)

ホタテガイ貝柱の ATP及び ATP関連化合物の分析結果を表 14、図 7に示した。

ホタテガイの旨味成分である AMPは対照区が O.24μmo1/g、試験区が O.26~0. 28μmo1/gと試験区がや

や多かった。
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図7実iI試験におけるホヲテガイ貝柱のATP及びATP関連化合物の分析結果 (パーは標準偏差)

表14実証試験におけるホタテガイ貝柱のATP及びATP関連化合物の分析結果

(平成21年3月5日) 単位:μmol/g

対照区 木炭区 サンゴ砂区 貝殻区

ATP 6.75 6.72 6.34 6.40 

ADP 1.18 1.23 1.23 1.25 

AMP 0.24 0.26 0.27 0.28 

HxR 0.06 0.02 

Hx 0.21 0.23 0.24 0.29 

レーダーチャートを作成して旨味成分 (グ リコーゲン、 4種の遊離アミノ酸、 AMP) を総合的に比較した

ところ、対照区と試験区では明瞭な差が見られなかった(図的。

対照区 木炭区 サンゴ砂区 貝殻区

Glu Glu Glu Glu 
5~ 5~ 5~ 5A-... 

グリコー ~ト、 グリコ- ~多すご\ グリコ- s多fミミ、 グリコー /φ十ご¥
ダ芳↑ぐ〈河 ¢多↑やふIGly'~ 伝努十ぐ〈討 ι多 ↑下ごと%

ゲン 門限IIミタ司 y ゲン 前壬Zた示円 ヶン 日伝Zたジ司 y ゲン h壬がと沿司

AMp -:奈川うづ~ Ala AMPも£十二??Ala AMPO!i;，むご+うづ'.?"Ala AMP'<;"むご十な? Ala

Arg Arg Arg Arg 

図8 実証試験におけるホタテガイの員柱の旨味成分(グリコーゲン、遊離アミノ酸、AMP)の比較

3 まとめ

丸篭に入れる木炭、サンゴ砂、員殻などの量や方法を変化させて 3年間試験 し、旨味成分(グリコーゲ

ン、遊離アミノ酸、 ATP関連物質)が部分的に変化することは分かったが、食味試験で明瞭な差が出るよ

うなホタテガイを作るには至らなかった。

この要因としては、試験終了時の測定が平成 19年 6月 7日、平成 20年 5月 23日、平成 21年 3月 5日

と、ホタテガイの貝柱へ栄養が十分に蓄積される前に実施してしまったことが考えられる。

青森市内の中央市場に入荷する産地別のホタテガ，イを 2年間調査した結果、活力・旨味成分については、

出荷から到着までの日数、梱包方法、時期により大きく異なるこ とが分かった。 このため、他産地との競

合で優位に立つには、相包方法などを工夫して活力の良いホタテガイをコンスタントに出荷できる体制を

構築することが重要であると考え られた。
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付表1膏森市内の市場から入手した活ホタテガイの殻長等の平均値の差の検定結果

陸奥湾 陸奥湾
宮城

西湾 東湾

殻長 北海道オホーツク ~\1 
* 

北海道津軽海娘

陸奥湾西湾 九-- 本容 ** 
陸奥湾東湾

宮城

金重量 北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮城

軟体部重量 北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾束湾

宮城

貝柱重量 北海道オホーツク ----、』 ** ** 本* ** 
北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮城

生殖線重量 北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮城

中腸腺重量 北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮城

本はPく0.05で有意差あり

柿 lまPく0.01で有意差あり

付表2膏森市内の市場から入手した活ホタテガイの食味鼠験の平均値の差の検定結果

北海道 陸奥湾 陸奥湾
宮城

津軽海峡 西湾 東湾

甘味 北海道オホーツク

北海道津軽海峡 --.......__ 
** 

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮城

歯ごたえ 北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東湾

宮減

* [まPく0.05で有意差あり
料はPく0.01で有意差あり
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付表3青轟市内の市場から入手した活ホタテガイの旨味成分の平均値の差の検定結果

北海道 北海道 陸奥湾 陸奥湾 宮械
オホーツク津軽海峡 西湾 束湾

… ¥¥によ榊北海道簿軽海峡 ---......._ ** 
陸奥湾茜湾 柿糾

陸奥湾束湾

宮城

グリコーゲン 北海道オホーツク ¥く¥こ*ホ
北海道湾軽海峡 柿

陸奥湾酉湾 柿

陸奥湾東湾

宮城

グルタミン酸 北海道オホーツク 『、-- * * 
(Glu) 北海道簿軽海峡

撞臭湾酉湾

陸奥湾束湾

宮城

グリシン 北海道オホーツク~ 柿 紳 材 料

(Gly) 北海道津軽海峡

陸奥湾酉湾

陸奥湾東湾

宮城

アラ二ン 北海道オホーツク--、.....__ 惨 事

(Ala) 北海道海軽海峡 『、、、』 本 * 
陸奥湾茜湾

陸奥湾東湾

宮城

/アルギニン 北海道オホーツク

(Arg) 北海道滞軽海峡

陸奥湾西湾

陸奥湾東J育
宮城

遊腫アミノ酸総量北海道オホーツク

北海道津軽海峡

陸奥湾西湾

撞奥湾束湾

宮城

ATP 北海道オホーツク

北海道湾軽海峡 --、.....__ * 
陸奥湾菌湾 『、、-- * 
陸奥湾東湾

宮城

ADP 北海道オホーツク~よ ** 
北海道津経海峡 本

陸奥湾酉湾 * 
陸奥湾東海

AMP 北宮城海道オホーツク

北海道簿軽海峡

撞奥湾酉湾

陸奥湾東湾

宮城

* IまPく0.05で有意差あり
神 lまP<0.01で有意量産あり
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